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英文誌47巻3号掲載論文和文要旨

Robert E. DeWreede :紅藻スギノリ目:最近の研究についての紹介

(Deparment of Botany， The University of British Columbia) 

Max H. Hommersand合.Suzanne Fredericq** • D. Wilson Freshwater***・JefferyHughey* : rbcL塩基配列

解析と形態学的証拠に基づくスギノリ科(紅色植物門，スギノリ目)の分類における最近の進展

rbcLの分子解析データと形態学的な証拠をもとに，イギス科の7属と 3未記載属を含む62種， 65分類群の系

統分類について考察した。 rbcLの解析の結果，次の7系列が明らかになった:(1) 'Gigartina' alveata， (2) 

Rhodoglossum /0.伊 r出 a，(3) Chon伽倒的us，(4) Ostiophyllum， (5) S.町 'hothalia，(6) 'Gig.副 ina'skottsbe.啄ii，(7) 

lridaea /'S.町叫aIia'，Mazzaella. Chondrusを含む大クレーれこれらの系列およびChondrusは強く支持されたが，

lridaea r SarcothaIia'とMazzaellaの2つのグループはブーツストラップでは支持されなかった。コンピューターを

用いて，異なる発生段階の嚢果の断面写真を色分けしてトレースし，雌性生殖器官の形態を比較解析した。嚢果

には7つのタイプがみられ，地cL系統樹で明らかになった種グループと一致した:(1)・Gigartina'aIveataグループ

は呆胞子嚢をつける細胞糸がアポミクシスによって配偶体細胞から生じる. (2) Rhodoglossum /Giga加 aグルー

プは造胞糸がまわりの外被を突き抜け，徐々に外被細胞と融合する， (3) Chondracan的usグループは造胞糸が外

被を突き抜けるが，発達段階の後期にしか外被細胞と融合しない， (4) S.町 'othaliaグループは，外被が二次的に

生じた配偶体細胞糸から造胞糸に取って代わり，造胞糸は末端の管状造胞糸細胞によって外被細胞と連絡する，

(5) IridaeaグループはS抗 0泊aIiaグループと似ているが，外被が髄層細胞と二次的配偶体細胞糸の混合で構成さ

れている.(6) Mazzaellaグループは，真の外被を欠き，造胞糸が末端管状細胞を介して，変化した配偶体細胞と

連絡する. (7) Chondrusグループは，造胞糸が髄層を突き抜け，連結細胞 (co吋unctorα11)を介して，変化した

髄層細胞に連絡し，両者の聞に二次ピットコネクションが形成される。さらに，これらのグループ内の属は四分

胞子嚢の形成様式によって特徴づけられる。(*Departmentof Biology， Coker Hal1， Univeristy of North Carolina， 

**Department of Biology， University of Southwestem Louisiana， ***Center for Marine Science Research，) 

Ricardo Scrosati • Robert E. DeWreede :スギノリ科(紅色植物門)の個体群における生態的に類似した配

偶体と胞子体聞の安定比をシミュレートする個体群統計学的モデル

スギノリ科の個体群では，配偶体が胞子体に比べて数の上で優勢であることが多い。もし配偶体と胞子体が生

態的に類似しているならば，両者の比 (G:T比)は 1で安定するはずであるという暗黙的な仮定にもとづいて，い

くつかの仮説がこの現象を説明するために提案されてきた。我々は，阿世代は生態的に類似していると考え，こ

の仮定をテストするための個体群統計学的モデルを開発した。ほとんどの個体群統計学の確率のため定義した生

態的類似性は，胞子の産出率を除いて比較的率直である。第一のモデルセットでは，両世代の生態的類似性を表

すものとして，両者ともに同ーの藻体当たり胞子産出率を考えた。モデルの反復(計算)により，初期G:T比に

関わらず.3年生および多年生藻体では安定G:T比は 1に収束したが.1年生藻体では初期G:T比が1ではないと

安定G:T比が1に収束しなかった。しかし，呆胞子と四分胞子は大きさが異なるため，胞子の産出率が同一であっ

ても生態的に類似ではない可能性がある。第二のモデルセットでは，この科の生活史に従って，それぞれの世代

の最も低い胞子産出率を考慮した :2個体の配偶体から Iつだけ呆胞子嚢が生じ，そこから果胞子がlつ形成され

る;1個体の四分胞子体からは lつだけ四分胞子嚢が生じ，そこから4つの四分胞子が形成される。モデルの反復

(計算)により，ほとんどのケースでG:T比は2.8に収束し.1年生藻体では，初期G:T比を 1とすると 2年ごと

にG:T比が1になった。両世代聞の胞子産出率の相対比を変えずに，絶対的な胞子産出率を増加させても，両世

代に同じ死亡率を与え，マトリックスモデル(行列モデル)に密度非依存的死亡率を組み込んでも，結果は変わ

らなかった。モデルと野外調査の両方の組合せは，ある個体群において観察されたG:T比に最も関係する両世代
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聞の生態学的差異を，よりすばやく明らかにできると思われる。(*Centerof Biological Research of the Northwest， 

Marine Biology，紳Dep紅 mentof Botany， The University of British Columbia) 

Emily C. 8ell:流動水槽測定の破波帯への応用

流動がスギノリ科の仲間の生存にどれ程影響を及ぼすかについては，近年かなり理解されつつある。特に，波

にさらわれる海藻の生存について，機械論的に予測するための方法が開発され，藻類学者にとっては強力な手段

となってきた。しかし，それらの方法の一つの限界は，破波帯の流動における大型藻の流体力学的データがない

ことである。その代わりとして，測定限界以上の流速(1O-20m.s.')を，低速の流動水槽測定 (<3.5m.s.')により

推定する方法が支持されている。そのような推定は，大型深のように流れの中で形状を変化させることのできる

柔軟な生物にとっては，特に薄弱となってしまう。本研究では，スギノリ科の三つの仲間を用いて，高流速に対

する流動水槽データの推定を行うための，一般的な二つの方法について評価を行った。その方法の一つは，最大

流速における藻体の連続的な形状変化を考慮し，もう一つは考慮しない方法である。どちらのモデルの限界も明

瞭であり，最大流速にさらされる大型藻において，環境によって影響される世代の測定を改良する必要がある。加

えて，機器の設計がスギノリ科の生活史の特性に与える影響について考察した。(Departmentof Biologica1 Sciences， 

University of Rhode Island) 

Thierry Chopin ・8rianF. Kerin・ReneMazerolle :紅藻綱スギノリ自の系統分類指標としてのフィココロイ

ド化学:総説とフーリ工変換赤外拡散反射分光法を用いた轟近の進展

藻類の細胞壁の多糖構造が分類学的に重要であることは，過去数十年にわたって何度も強調されてきたが，系

統的に討究されたことはなかった。近年，紅藻の分類やフイココロイドの生化学分析は大きく変化してきた。紅

藻 167属 (24.7%)，470種(J1.5%)の代表的なものの細胞壁成分について文献を調べた。 Chopinand Whalenに

よって開発されたフーリエ変換赤外拡散反射分光法によるカラギーナン同定法は，様々な種の紅藻におけるフィ

ココロイドの研究に用いられている。本研究では，スギノリ目の28科 (68.3%)，88属 (50.6%)，224種 (27.9%)

の代表的なものについて解析を行った。最近の分子系統樹と照らし合わせると，鍵となるフィココロイド属性の

いくつかの分布パターンは，科もしくは目レベルのグルーピングと相関があることがわかったが，さらに多くの

種の解析が必要である。オキツノリ科，イボノリ科およびスギノリ科では，世代の違いによる細胞壁成分の生

化学的変化が知られているが，新たに解析した種でも同様の傾向がみられた(例外が二つ)。しかし，このパター

ンはスギノリ目の他の科ではみられなかった。(Centerfor Coastal Studies釦 dAquaculture， Department of Biology， 

University of New Brunswick) 

大塚重人*・須田彰一郎H ・李 仁輝ω ・渡辺員之町*・小柳津広志*****・松本聡'・渡辺f富山町:Microcystis 

属(シアノバクテリア)の形態種および培養株の諸特性一種分類の再考に向けて

Microcystis属の形態種および株の特性を明らかとするため，日本の様々な湖沼から分離された 24株を用いて，

細施の大きさ，成育適性温度，耐塩性，化学従属栄養性，光従属栄養性， DNAのG+C含量，全脂肪酸組成，お

よび， c，戸BA遺伝子問領域の PCR増幅産物の制限断片長多様性 (PCR・即'LP)を試験した。その結果，Microcystis 

属の各種は，表現形質における多様性に乏しいことが示された。まず，細胞の大きさは株間で重複しており，種

の識別との聞に明確な関係は認められなかった。成育適性温度と耐塩性においては，株聞でわずかな違いが見ら

れるのみであった。化学従属栄養能力および光従属栄養能力を持つものはなかった。脂肪酸組成においては，構

成成分には違いがなかったが，各成分の相対量には差が見られた。また，全ての株の DNAG+C含量は 39-43% 

の範囲におさまり，よくまとまった値を示した。 PCR-RFLP試験の結果に基づいたグループ分けからは，形態に

よって記述されたMicrocystis属の種分類が，遺伝的な背景を反映していないことが示された。(*東京大学大学院

農学生命科学研究科(応用生命化学専攻)，帥財団法人地球・人間環境フォーラム*帥筑波大学大学院生物科学

系研究科，帥柿国立科学博物館植物研究部*****東京大学大学院農学生命科学研究科(農学園際専攻)，帥**帥

国立環境研究所生物園環境部)
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秋岡英承'・馬場将輔H ・正置富太郎H ・・WilliamH. Johansen.... 北日本におけるサンゴモ属Corallina(紅

色植物門司サンゴモ目)により優占される磯のターフについて

北海道におけるサンゴモ属により優占されるターフについて潮間帯に3ケ所のサイトを設けて調査をおこなっ

た。これらのサイト (A，B， C)は岩盤の傾斜，波浪の強さ，潮汐周期中の干出時間の長さが異なっている。月

毎のサンプルは直立藻体の形態やその他の特徴のために分析された。最も強く波浪にさらされるサイトAはミヤ

ヒパCorallinasp.Xが，サイト BとCはピリヒパC.piluriferaが優占していた。異なったサイトでの個体群は生殖

器巣の発生量，着生性無節サンゴモ種ヒメゴロモの被度，含有堆積物量，方形枠当り直立藻体数，枝問の融合の

数，枝の絡み合いの程度，直立藻体の乾燥重量，直立藻体の長さ，不定枝の発生総量，ヒメゴロモを除いた着生

種の数そして生息する動物種の種類と数が異なっていた。 91の動物穫がこのターフから記録された。サンゴモ属

のターフは乾燥，着生藻の負荷そして藻食動物の発生量を包含するその微細環境に内在する条件により形態学的

に影響されていた。(*北海道教育大学函館校生物学教室，帥海洋生物環境研究所，帥*北海道大学水産学部水産

植物学教室，現:北海道大学大学院水産学研究科育種培養学講座水産植物教室 ****Dep副 mentof Biology， Clark 

University ) 

瀧下清貴・内固有恒:渦鞭毛藻類由来psbA遺伝子のク口一ニングおよびその塩基配列の決定:渦鞭毛藻類の

禁縁体の起源

6種の渦鞭毛藻類 Prorocentrummicans Ehrenberg， Amphidinium carterae Hulburt， Heterocapsa triquetra Stein， 

Lingullαtinium polyedra (Stein) Dodge， Alexandrium tamarense (Lebour) Balech， Alexandrium catenella (Whedon et Kofoid) 

BaIechより光化学系Hの構成成分， Dlタンパク質をコードする遺伝子psbAのクローニングおよびその塩基配列

の決定を行った。 Hoechst33258を加えた塩化セシウム密度勾配遠心によって，A.ca館'1lellaの全DNAよりサテラ

イト DNAバンドを分離し，そこから PCR法によってpsbAを検出した。このことから渦鞭毛藻類ではpsbAは葉

緑体ゲノムにコードされることが示唆された。渦鞭毛藻類の 01タンパク質の推測されるアミノ酸配列を見る限

り，その前駆体から切り出されるはずの'C・terminusextension'は存在しなかった。 01タンパク質のアミノ酸配列

情報に基づく分子系統解析において6種の渦鞭毛藻類は単系統であり，紅藻類，クリプト藻類，不等毛植物とク

ラスターを形成することが示された。この結果からペリデイニンタイプの渦鞭毛藻類の葉緑体は紅藻類を起源と

していることが示唆された。(京都大学大学院農学研究科海洋分子微生物学研究室)

D. G. Muller会・ F.C. Kupper.. • H. Kupper. :感染実験によって明らかになった.海産褐藻類(褐藻綱)に

おけるこつの真核寄生生物.Eurychasma dicksonii (卵菌門)と Chytridiumpoケsiphoniae(ツポカビ門)の

広い宿主域

Eurychasma dicksonii (Wright) Magnus (卵菌門)あるいはChytridiumpolysiphoniae (Cohn) H. E. Petersen (ツポカ

ピ門)によって感染された褐藻ピラエラ Pylaiellalittoralis (L.) Kjellmanの単藻培養株を用いて，これらの病原体

の宿主域を調べた。褐藻綱の13日にわたる48種について感染実験を行ったところ， 45穫はEurychasmaによって，

23積は Chytridiumによって感染が可能だった。二つの病原体は世代時間に関して宿主特異的な違いがみられた。

Pylaiellaでは，最短サイクルがEurychasmaで16日，Ch列ぜ'diumで6日だったのに対して，Acinetosporaではそれ

ぞれ1日および5日以上だった。コンブ類(コンプ目)のような異形世代交代種の微視的世代に対する，寄生生

物の激烈な攻撃について示し，大型藻の集団動態に対する潜在的な調節因子として考察する。(*FacultyofBiology， 

University of Konstanz，帥BiologicaIStation， CNRS ) 

江原 恵リ*・北山太樹H ・・渡漫一生金・稲垣祐司****.山帥・林・石丸八寿子****.******・大潰 武****.核，ミ

トコンドリア.葉緑体遺伝子による不等毛植物 (NIES548)の包括的分子系統解析

現在NIES548は黄緑藻の一種Tribonemamariniumとして保持されている。我々はチトクロームオキシダーゼ

サプユニット l(cox1 )遺伝子のl.lKbの塩基配列を決定し，分子系統解析を行ったところ，この分子系統樹上で，

NIES 548は，黄緑藻ではなく，褐藻のクレードに含まれた。 NIES548のミトコンドリア遺伝暗号を調べると，黄
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緑藻の遺伝的特徴である AUA/メチオニン型の遺伝暗号ではなく， AUAコドンは褐藻と同様にイソロイシンを

コードしていることがわかった。これらcox1遺伝子の解析により得られた結果を確かめるため，葉緑体ωfA，お

よび核の SSUrRNAの分子系統解析も行った。いずれの遺伝子による分子系統樹も明らかにNIES548は黄緑藻の

クレードに属さず，褐藻のクレードに属した。加えて，光学顕微鏡観察も行ったところ， NIES548は分枝してい

た。この形態的特徴は，明らかに Tribonemaの分類基準と異なる。以上のことより，我々は NIES548は褐藻の一

種であり，黄緑藻のTribonemamariniumとは異なるものであると結論した。(*大阪大学理学部生物科学専攻**神

戸大学内海域機能教育研究センター***国立科学博物館植物部門，紳料生命誌研究館，材料*CIAR，Department 

of Biochemistry， Dalhouse University， ******基礎生物学研究所細胞生物学部門)

上井進也・増田道夫:日本産紅藻新種 Pterosiphoniatanakaeセ卜ウチハネグサについて

瀬戸内海広島湾よりハネグサ属の新種Pterosiphoniatanakaeセトウチハネグサ(イギス目，フジマツモ科)を

記載した。本種はハネグサ属のほかの多くの穏と7・10個の周軸細胞および，わずかに発達する皮層細胞の存在

という2つの特徴で区別される。さらにP.paucicorticana Dawsonとは互生の分校様式により，またP.javanica 

(Ma巾 ns)De ToniおよびP.spinifera (Kuetzing) Norris et Akenとは5回以上分校し，扇状にひろがる直立軸で区別さ

れる。本種はさらに未成熟の状態において毛状枝を多く形成するという特徴をもっ。(北海道大学大学院理学

研究科生物科学専攻)

llzzlife1 英文誌47巻4号掲載論文和文要旨

Andrey A. Gontcharov • Makoto M. Watanabe :日本におけるチリモ類の希少種および新種について

日本の様々な陸水域から採集したサンプルの中から，多くの希少なあるいは未知のチリモ種が確認された。本

論文において，チリモ科の新種Staurastrumtsukubicum sp. nov.を記載し，これまでヨーロッパにしか見られなかっ

た日本新産種Staurastrumlevanderi Gronbl.と Cosmariumdilatatum Lutkem. in Jarnefelt et Gr凸nbladについて報告す

る。また ，Euastrum englerii Schmidile var. madagascariense Bourr. et ManguinはEuastrumbiverrucosum nom. nov. et 

stat. nov.に変更する。これらの形態は光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて観察し，分類学的類縁性につ

いて考察した。(国立環境研究所生物園環境部)

Orlando Necchi Jr* • Ciro C. Z. Branco** :南東ブラジルの河川における Batrachospermumdelicatulum (紅

色植物門ーカワモズク目)の雌雄異株集団のフェノ口ジー

Ba佃 chosperrnumdelicatulum (Skuja) Necchi佃 dEntwisleの雌雄異株集団の季節的変遷について評価を行った。南

東ブラジル，サンパウロ州北東部の三流河JlI(20043・S，49013'W)において，肉眼的サイズの配偶体の成長期間

中，晩秋 (5月)から早春 (10月)にかけて各遡ごとに調査した。その集団の被度，頻度，クロロフィル含有最

は，調査期間を通して変動した。被度と頻度は，成長期間の初期と終期で最も低い値を示し， 7 月 ~8 月(冬期)

に最も高い値を示した。配偶体の成長は高照度と低温度が関与しており，このことは河川環境におけるカワモズ

ク目藻類のほとんどの観察と一致する。成長期間中の生殖的特性は比較的大きく変異し，被度，頻度，クロロフィ

ル含有量との相関はみられなかった。この集団で観察されたフェノロジーのパターンは，藻体あたりの精子嚢の

数とともに，同時期に発達する雌雄配偶体の比率によって，特徴づけられる:(1)雄性配偶体の割合が多いと，受

精した藻体(果胞子体)の比率が高い， (2)藻体あたりの精子嚢形成率が高いと，成長期間中により高い受精率

を示す， (3)集団中の雄性配偶体の割合が多い場合，藻体あたりに形成される精子嚢が多くなる。これらの特徴

は，主として水温とイオン含有量に関連していた。雌性配偶体に対する雄性配偶体の比率の低さと受精率の高さ

を考慮すると，調査した集団はかなり効率よく受精を行っていると考えられる。群落内で雌雄の生殖校が混ざり
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合うことによって，隣接する個体聞で外部交配が起こるために，動水性環境下にある雌雄異株種は高い受精率を

示すという説があり，本データはその仮説と一致する。効率の良い生殖戦略は.B. delicatulumの雌雄異株集団，

雌雄同株集団，およびその混在集団でも報告されており，異なる特性によってうまく河川で繁殖するよう適応し

たと解釈できる。(*SaoPaulo State Unive路ity，Bot組 yOep紅tment，柿Cen汀alUniver百ityofRio Preto， Biology Department) 

瀧下清貴・中野江一郎・内固有値:特殊な色素組成を有する渦鞭毛藻 Gymnodiniummikimotoi (ギムノディ

ニウム目，渦鞭毛藻綱)の葉緑体遺伝子の予備的分子系統解析

主要カロテノイドとしてペリデイニンではなくフコキサンチンおよびフコキサンチン誘導体(I9'・

hexanoylox同lCOX組曲in，19・-butanoyloxyfucoxan血泊)を含有する葉緑体を持った渦鞭毛藻 Gymnodiniummikimotoi 

Miyake etKo凶namiexOdaより 3つの葉緑体遺伝子 (01proteinをコードする)psbA， (P7∞chlorophyll a apoprotein 

をコードする)psaAおよび小サプユニットリポソーム RNA(pl帽 SSUrRNA)をクローニングし，その塩基配列の

決定を行った。そして 01protein.円 00chlorophyll a apoproteinのアミノ酸配列， pl-SSU rRNAの塩基配列の情報

をもとに分子系統樹の作成を行った。 01proteinの系統樹では， G. mikimotoi'まペリデイニンを有する渦鞭毛藻類

と単系統を形成し，この系統において最も根に近いところから分岐した。渦鞭毛藻類の系統は不等毛植物のシス

ターグループであり，渦鞭毛藻類/不等毛植物の系統は紅藻類/クリプト藻類の系統とクラスターを形成した。

P700 chlorophyll a apopro飽inの系統樹では G.mikimotoiは紅藻類，クリプト藻類，不等毛植物とクラスターを形

成した。 pl-SSUrRNAの系統樹では G.mikImotoiはハプト藻類と単系統を形成し，紅藻類や不等毛植物と近縁で

あった。これらの分子系統解析の結果からαmik加 otoiの葉緑体はrhodoplastlineageであることが示唆された。ペ

リデイニンを有する渦鞭毛藻類の01proteinでは，その前駆体から切り出されるはずの'C-terminusextension'が存

在しないのに対し.G. mikimotoiでは存在し，その長さはどの光合成生物由来のものとも異なっていた。(京都大

学大学院農学研究科)

花方信孝'・ NehamaMalinsky-Rushansky" ・ZvyDubinsky'" :イスラヱル・キネレッ卜湖の真核ピコプラ

ンクトン.Mychonastes homosphaera (緑藻網，緑色植物門)

イスラエルのキネレット湖から真核ピコプランクトンを単離した。この藻は，細胞が球形あるいは卵形で，細

胞壁表面に網状の隆起があり，自生胞子を形成する。葉緑体は盃状あるいはマントル状でピレノイドをもたない。

これらの形態的および微細構造の特徴から，この藻を Mychonasteshomosphaera (Sk吋a)Kalina et Puncoe:hafovaと

同定した。 18Sリボゾーム ONAに基づく系統解析では，この藻は狭義の緑藻網に属し，鞭毛装置の基底小体が直

線状に並ぶ(12/6配列)藻群の基部に位置した。伊東京大学先端科学技術研究センター，柿IsraelOceanographic and 

Limnological Research， Kinneret Limnological Laboratory，紳*Oepartmentof Life Science， Bar-Ilan University) 

Myung Sook Kim・InKyu Lee: Neos伊honiatlavimarina gen. et sp. nov.の記載とイトグサ属(紅色植物門.

フジマツモ科)の分類学的再評価

韓国西岸のB釦卸0から採集されたNeos伊，honial1avimarina gen. et sp. nov. (イギス目，フジマツモ科)の栄養お

よび生殖発生について研究を行った。本種の外形はイトグサ属PolysiphoniaIこ似ているが，栄養および生殖構造

が明確に異なる。藻体を維持する堅固な基部は，周縁細胞壁から切り出された，密により集まった仮根で構成

されている。直立した無限成長枝は各分節から螺旋状に側枝原基を生じる。造呆枝は3細胞から成る。精子嚢枝

は毛状枝の第一枝上に形成され，末端には lつ，場合によっては 2つの大きな中性細胞を生じる。四分胞子嚢

は，無限成長校の毛状枝基部細胞に隣接する第二周縁細胞から生じ，螺旋状に配列する。いくつかの分類学的

特徴について近縁な属と比較すると，NeosiphoniaはPolysiphoniaとは独立した系統位置を占めており，本属はー

側分枝構造のFernandosiphonialこ極めて近縁であると結論した。 Polysiphoniaのいくつかの穫について，関連した

命名上の変更も提案する。 (OepatmentofBiology， Seoul National University) 




